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希望あふれる「はたち」の門出！

令和２年美浦村成人式典

希望あふれる「はたち」の門出！

令和２年美浦村成人式典
Ｐ２～Ｐ３Ｐ２～Ｐ３

月号

①成人式を迎えての心境 ②今、好きなことや頑張っていること

③将来の目標・夢 ④美浦村にひとこと！

①同級生に再会できて嬉しいです。

②大学で勉強を頑張っています。

③大手ＩＴ企業に就職する事。④

他の市や町と合併しないでほしい

です。

國分　竜二 さん

①無事に成人を迎えられてうれし

いです。②国家試験合格に向けて

頑張っています。③ステキな大人

になれたらいいなと思います。④

いい人ばかりです。

田中 尋子さん

①無事、成人式を迎えられてうれ

しく思います。②看護師になるた

めに勉強を頑張っています。③立

派な大人になりたいです。④良い

村だと思います！

小泉 愛佳さん

①大人の自覚をもっていきたいと

思います。②大学生活を頑張って

います。③安定した暮らしができ

るようになりたいです。④すごく

良いところです。

大住 京加さん

①自分の強みを見つけたい。②音

楽やプログラミング。③独立して

活動する。④村民が増えるよう頑

張ってほしい。

宇津木 昂大さん

①成人式まであっという間でした。

②ラクロスを頑張っています。③

人を助ける仕事がしたい。④自然

を残して発展してほしい。

沼崎 友輔さん

（左から）沼崎友輔さん、國分竜二さん、宇津木昂大さん

（左から）大住京加さん、小泉愛佳さん、田中尋子さん
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嶋田 錬さん

　本日は、成人を迎えた私たち
の門出に対し、このように盛大
なすばらしい式典を開催してい
ただき、誠にありがとうござい
ます。また、お祝いと激励の言
葉をいただきまして、村長、来
賓の方々、ご出席いただいた皆
様に感謝申し上げます。

  　私たち新成人は、令和最初の
成人であるとともに将来の日本
を担う新成人でもあります。こ

れからは大人としての責務を果たすとともに、先輩方と
ともによりよい日本をつくり、国際社会に貢献できるよ
う努めていきたいと考えております。
　さて、時代は平成から令和に変わりました。平成を振
り返ってみると、阪神淡路大震災、新潟中越地震、東日
本大震災、熊本地震といった大災害の時代でもありまし
た。令和に入っても自然は私たちに猛威を振いました。
１０月の台風１９号では、日本各地に大きな被害を与えまし
た。今後も首都直下地震や南海トラフ地震といった災害
が起こるといわれていますが、平成での教訓を活かし災
害に強い日本作りに私たちも貢献していかなければなら
ないと思っています。
　また、夏には東京でオリンピックが開催され多くの外
国人が日本に訪れることでしょう。オリンピックを通し
て、努力することの大切さや、家族への愛、そして国家

や人種や宗教といった相違を超えて一体感を持ち、一つ
のものを目指すことの素晴らしさを感じられると思いま
す。しかし、その裏ではいろいろな面で日本が試される
年にもなるでしょう。
　今、私たちの生きる世界では地球温暖化、貧困、国家
間の争いといった様々な問題を抱えています。また国内
に目を向けてみると、少子高齢化、年金問題など私たち
にも直接関わる問題を抱えています。私たちが直接行動
を起こし解決することは難しいことですが、一人ひとり
が与えられた役割を行って行くことが社会への恩返しに
繋がることでしょう。
　私は今、教員を目指し大学で教育学を専攻しています。
私は、高校時代に挫折を味わいました。天狗だった自分
の鼻を折られどん底まで落ちました。この経験は誰もが
味わえるものではありません。その経験をできたことは、
今後の人生の大きな財産になると考えています。また、
私は、小・中・高と先生に恵まれ、沢山のことも指導し
ていただきました。挫折の経験、先生方から教わったこ
とを将来の子ども達に伝え、次世代の日本を作る人材を
育てていきたいと思っています。
　私たちが生まれて２０年が経ちますがこの２０年間は自分
一人で歩いてきたわけではありません。私たちを支えて
くれた両親、時に厳しく、時に優しく教え導いてくれた
先生方、私たちの成長を暖かく見守ってくださった地域
の方々、共に歩んだ友人、仲間達のおかげでもあります。
この感謝の気持ちと美浦村で育った誇り、そして成人と
しての決意を心に刻み、これからの人生を歩んでいくこ
とを誓って、新成人代表の挨拶とさせていただきます。

成人者代表謝辞成人者代表謝辞

　

１
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、
中
央
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和
2
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典

が
行
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ま
し
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成
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迎
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７
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２
４
名（
男
性
６７
名
、女
性
５７
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。

　

新
た
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門
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を
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す
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よ
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天
候
に
も
恵
ま
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、
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。
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献
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ま
し
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。
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美浦村メガソーラー発電量

☎０２９－８８５－００１０
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・司 会 進 行　佐藤　燿平　さん

　　　　　　　沼井　奈月　さん

・ビデオ作成　國分　竜二　さん

・開 式 の 辞　諸岡　陸　さん

・ピアノ伴奏　松原日向子さん

・閉 式 の 辞　千葉　祐輔　さん

新成人代表の３名が意見発表を行いました

実行委員の皆さんお疲れ様でした！実行委員の皆さんお疲れ様でした！

　今日は私たちのためにこのような盛大な式を開催して頂き、誠にありがとうございます。
こうして成人式を迎えることが出来てとても嬉しく思います。また、久しぶりに同級生のみ
んなに会えてとても嬉しいですし、中学生の頃に戻ったような気持ちになります。
　今日、私たちは成人式を迎え、大人としての第１歩を踏み出しました。自分の行動に責任
を持ち、自分の将来も自分で考えて決めなければなりません。しかし、私はまだ学生という
こともあり、未だに自分が成人したという実感が全く湧きません。分からないことも沢山あ
ります。まだまだ両親や友達の支え、周りの大人の方々の助けがなければ生きていけません。
だから、成人したからといって何事も１人で抱えるのではなく、周りの方々に助けて頂きな
がら成長し、一人前の大人になれればなと思っています。
　そしていつか、沢山もらったご恩をしっかり返していきたいです。そして、周りの方々が私を助けてくれたように、
私も誰かを助けてあげられるような大人になりたいと思います。
　これまでの２０年を振り返ると、両親や友達、先生方など私に関わってくれた方々に本当に感謝しかありません。こ
の感謝の気持ちを忘れずに、２１年目からも頑張って行きたいと思います。

青野　瑞季 さん

　今日は私たちのためにこのような会を開いて頂き誠にありがとうございます。
　では先ずは簡単に、僕が現在何をしているかということについて話したいと思います。僕
は現在、都内の大学の情報系の学部に通いつつ、同じく都内のＩＴ企業で働かせてもらって
います。毎日楽しいです。
　これだけ聞くと、すごく順調で何の苦労もなかったかのように聞こえるかもしれませんが
全くそういうことは無く、中学卒業後から今日に至るまでを振り返ると、苦労の総量の方が
多いです。実は僕は高校卒業後、一年間浪人しています。その間は自分との戦いで、かなり
メンタルを消耗しました。そして、だからと言って志望校に見事受かったわけではなく、第
一志望の国立には落ちています。そこからはくよくよしている暇もなく、大学が決まった３
月から、空き時間をプログラミングの独学に捧げ、今年の９月になんとかＩＴ企業で働かせてもらえる運びとなりま
した。聞けば僕は、４０倍の倍率でこの企業の採用を勝ち取ったそうです。
　僕には、プログラムのスキルでリモートワークをし、世界を回るという目標があります。今はその目標の軌道に乗
っているという自覚があるので、毎日とても楽しいです。だから皆さんも、何かやってみたいと思っていることや、
目標があるなら、半年、あるいは一年といった期間、その目標に向かって励んでみてはいかがでしょうか。達成は難
しくとも、軌道に乗せることくらいはできると思います。そうなると、毎日が楽しくなったりしますよ。

冨田 剛良 さん

　このたびはこのような盛大な式を開催していただいた関係者の方々、及び多忙な中ご臨席
いただいた来賓の皆様に御礼申し上げます。
　新成人の皆様はこの約２０年間をすごしてみてどうでしたか？私はこの２０年常に何か後悔し
ながら生活していることが多かった気がします。幸せや大事なものなど色々なものを失って
から気付いたり、自分の言動一つ一つでも嫌になることが多々あります。ただ、それでも今
生きてここに立てているのは何一つ不自由なく育ててくれた両親。そして、辛い時に慰めて
くれたり、嫌なことを忘れるくらいたくさんの楽しい思い出をくれた友人達のおかげだと改
めて感じ、感謝しております。
　この先自分の人生が幸せかどうかは正直わかりません。ただ、死んだ時に幸せだったと感
じられるようにこれから努力していきたいと思います。また、皆様のこれからの人生も幸せであることを願っており
ます。

佐藤　駿 さん



4417 広報みほ　令和２年２月号 広報みほ　令和２年２月号広報みほ　令和２年２月号

『
ひ
と
つ
ず
つ

　
　

い
い
ね
！
で
確
認

　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心
』

１２月１８日、令和元年度茨城県集団回収優良団体
表彰式が茨城県市町村会館（水戸市）で行われ、茨
城県知事賞として美駒Ａ・Ｂ・Ｅ地区子ども会育成
連合会が表彰されました。当育成連合会は１０年以
上に渡り廃品回収を行っており、年間２４回の回収
実施、回収スケジュールの地域住民への周知など
積極的に活動をされていることが評価され、今回
の表彰に繋がりました。おめでとうございます。

地域の話題を
お待ちしています

■総務課・広報係
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

待 す

■総務課・広報係
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

良団体
れ、茨
会育成
０年以
の回収
知など実施、回収スケジュ ルの地域住民への周知

積極的に活動をされていることが評価され、
の表彰に繋がりました。おめでとうございま

知など
今回
ます。

１２
月
６
日
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
農
用
地
、
水
路
、

農
道
等
、
農
業
を
支
え
る
共
用
の
設
備
を

維
持
管
理
す
る
た
め
の
地
域
活
動
に
関
す

る
事
項
を
協
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

資
源
の
保
全
管
理
と
環
境
保
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
み
ほ
東
部
環
境
美
化

協
議
会（
会
長

：

飯
田
和
夫
）」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

農
村
の
自
然
環
境
は
、
農
業
の
営
み
や

地
域
の
共
同
活
動
に
よ
り
保
全
さ
れ
、
水

田
な
ど
の
美
し
い
景
観
の
形
成
や
、
多
様

な
生
物
を
育
む
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を
生
み
出
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な
ど
、
多
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か
ら
私
た
ち
に
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恩
恵
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ま
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。
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、
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、
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す
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面
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維
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管
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す
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が
で
き
る
と
い
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も
の
で
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。
こ
の
組
織
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今
後
の
活
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待
さ
れ
ま
す
。
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１１
月
２８
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園
総

合
体
育
館
で
、
県
交
通
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全
協
会
と
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警
主
催
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「
第
１７
回
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
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技
茨
城
県

大
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開
催
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、
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管
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ら
６
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。
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６５

歳
以
上
）
の
方
が
自
転
車
を
安

全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
運
転
す
る

こ
と
を
競
う
大
会
で
、
交
通
法

規
に
基
づ
い
た
運
転
が
で
き
て

い
る
か
等
を
総
合
的
に
競
い
ま

し
た
。
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収
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ま
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。
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績
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　このたび、石井延夫氏が１１月１日付で旭日単光
章を受章されました。
　石井氏は、昭和５８年９月に美浦村議会議員初当
選以来、連続３期１２年間の長きにわたり職務に精
励し、財政的見地から村の将来像を見通し、特に
村財政全般、農業問題等に力を注ぎ、土地改良事
業および農業の省力化の推進に尽力されました。
　このたびの受章、おめでとうございます。

石井氏が旭日単光章を受章石井氏が旭日単光章を受章廃品回収で県知事賞を受賞廃品回収で県知事賞を受賞

現会長の門田さん現会長の門田さん
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１２月１５日、阪神競馬場（１６００ｍ・芝コース）で行われ
た第７１回朝日杯フューチュリティステークスにおいて、
美浦トレーニング・センター堀宣行厩舎所属のサリオ
ス号が優勝、ＧⅠ初制覇を果たしました。
　好スタートを切ったサリオス号は先頭集団の好位置
で序盤、中盤とレースを進める。最終コーナーを回り
スパートをかけると先頭の馬をかわし、さらには食い
下がるライバルを突き放しゴール。見事優勝しました。
　担当の森一誠（かずとも）調教助手は、「とても人なつ
っこい馬でじゃれてくるとても扱い易い馬です。レー
ス前だからということもなく落ち着いていました。パ
ドックを終えゲートに入れた後はバスの中のモニター
でレースを見ていました。勝った瞬間は率直に嬉しか
ったです。それと同時に人気を背負っていたので安心
しました。」とのことでした。また今後のサリオス号に
期待することや抱負についてを伺うと、「能力の高い馬
なので、馬の成長を人が邪魔をしないよう、この子と
向き合っていきたいです。」と語ってくれました。サリ
オス号の今後のますますの活躍が期待されますね。

第７１回第７１回朝日杯フューチュリティステークス朝日杯フューチュリティステークス

美
浦
村
消
防
出
初
式

◎
茨
城
県
知
事
表
彰

・
功
労
章　
　
　
　
　

飯
塚

輝
男（
本
部
役
員
）

・
永
年
勤
続
功
労
章
２０
年

　
　
　
　
　
　
　
　

石
川

弘
一（
第
４
分
団
第
２
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾

一
也（
第
２
分
団
第
４
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田

達
也（
第
６
分
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　

椎
名

浩
二（
役
場
消
防
隊
）

・
感
謝
状　
　
　
　
　

美
浦
村
消
防
団

◎
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
功
労
章　
　
　
　
　

坂
部

正
樹（
本
部
役
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
岡

稔
征（
本
部
役
員
）

◎
茨
城
県
消
防
協
会
県
南
南
部
支
部
長
表
彰

・
消
防
特
別
功
労
者　

下
村　

学（
第
７
分
団
第
２
部
）

◎
消
友
会
長
表
彰

・
操
法
大
会
出
場
分
団　
　

第
７
分
団

◎
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
長
表
彰

・
操
法
大
会
出
場
分
団　

第
７
分
団

◎
美
浦
村
長
表
彰

・
優
良
分
団　
　
　
　
　
　

第
７
分
団

◎
美
浦
村
長
並
び
に
美
浦
村
消
防
団
長
表
彰

・
優
良
分
団　
　
　
　

第
７
分
団
第
１
部
お
よ
び
２
部

《
敬
称
略
》

　

１
月
１１
日
、
光
と
風

の
丘
公
園
で
美
浦
村
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
に
は
、
村
消

防
団
員
や
い
な
ほ
消
防

署
員
ら
約
２
７
０
名
が

参
加
。
姿
勢
・
服
装
・

規
律
的
な
動
作
等
を
来

賓
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
功

労
者
等
の
表
彰
が
行
わ

れ
左
記
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

美浦トレセン『ターフプラザ』リニューアルオープン！美浦トレセン『ターフプラザ』リニューアルオープン！
　美浦トレーニング・センター内の広報会館４階にある『ターフプラザ』
が１２月１４日にリニューアルオープンしました。リニューアルの目玉は、実
際に調教馬場の素材を踏める「体験コーナー」と競馬に関するさまざまな側
面にスポットをあてる「特設展示コーナー」です。また、１２月１１日には内覧
会が開催され、日本人女性騎手として史上初のＪＲＡ平地重賞制覇を果た
した藤田菜七子騎手が自身の特設展示コーナーなどをＰＲしました。
　初めての方はもちろん、これまでに訪問されたことのある方も楽しめる
内容となっておりますのでぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。

◇開　館　日 中央競馬開催日（通常土曜・日曜日）、水曜・木曜・金曜日の祝日のみ
　　　　　　開館

◇開館時間 午前９時から午後４時３０分

◇入　場　料 無料

◇問　合　せ 美浦トレーニング・センター総務課　☎０２９－８８５－２１１１

ターフプラザ

堀 宣行 調教師 森 一誠 調教助手 Ｒ．ムーア 騎手
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地
面
ほ
っ
こ
り
新
芽
が
覗
く
春
の
さ
き
が
け
福
寿
草　
　
　
　
　

酒
川
千
鶴
子

昭
和
・
平
成
・
令
和
に
変
り
気
持
新
た
に
老
い
を
生
く　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

雪
が
解
け
れ
ば
大
地
の
匂
い
心
新
た
に
鍬
初
め　
　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

テ
ン
ポ
速
く
て
追
い
つ
け
な
い
が
八
十
路
焦
ら
ず
新
時
代　
　
　
　

田
島
草
実

交
わ
す
挨
拶
ロ
ボ
ッ
ト
笑
顔
進
む
Ａ
・
Ｉ
新
時
代　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

初
日
拝
め
ば
心
も
新
た
老
い
に
ゃ
負
け
じ
と
ネ
ジ
を
巻
く　
　
　
　

山
崎
笑
子

気
持
ち
新
た
に
真
白
き
富
士
に
世
界
平
和
を
祈
る
朝　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

溜
ま
る
新
聞
ご
近
所
さ
ん
は
ハ
ワ
イ
旅
行
か
お
正
月　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

令
和
迎
え
た
新
し
年
に
平
和
願
っ
て
生
き
る
老
い　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

箱
根
駅
伝
絆
の
た
す
き
繋
ぎ
新
た
な
走
り
初
め　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

迎
う
新
春
宝
の
友
と
俚
謡
に
励
ん
で
ぼ
け
防
止　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

新
が
字
結
び
折
り
句
が
は
つ
ゆ
日
和
吟
社
の
俚
謡
始
め　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

令
和
生
れ
が
新
風
入
れ
て
泣
い
て
笑
っ
て
福
の
神　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

軋
む
不
安
の
子
育
て
終
え
て
新
春
へ
安
堵
の
乳
母
車　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

澄
ん
だ
青
空
新
年
迎
え
夢
に
前
進
幸
あ
れ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岸
錦
洋

八
十
路
間
近
で
新
た
な
心
地
先
ず
は
健
康
希
い
願
う　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

新
し
い
こ
と
挑
戦
す
る
の
辛
い
け
れ
ど
も
夢
が
あ
る　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

令
和
新
年
世
界
の
平
和
願
い
家
族
で
墓
参
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

興
味
津
津
運
動
効
果
出
れ
ば
活
力
日
々
新
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

カ
レ
ン
ダ
ー
幸
せ
だ
っ
た
と
か
け
か
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

ロ
ボ
ッ
ト
犬
春
着
の
吾
を
み
つ
め
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

   　

石
毛
恵
美
子

残
り
柿
め
じ
ろ
群
れ
来
て
五
つ
六
つ　
　
　
　
　
　
　
　

            

市
川
紀
行

薮
の
中
白
き
雪
洞
花
八
つ
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

新
た
な
る
令
和
ス
タ
ー
ト
年
明
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

初
日
見
に
今
年
の
一
歩
踏
み
出
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　

高
柳
幸
子

地
滑
り
の
跡
を
抱
き
て
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

田
島
早
苗

し
き
た
り
を
捨
て
て
楽
す
る
三
ケ
日　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

中
島
輝
子

年
の
暮
集
い
て
古
家
の
軋
む
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

長
田
敏
笑

読
経
の
背
筋
に
初
日
ふ
か
ぶ
か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

手
を
合
わ
せ
ひ
そ
か
に
開
く
御
く
ぢ
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

松
本
秀
子

赤
い
実
を
奴
に
取
ら
れ
て
年
迎
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

増
尾
尚
子

新
春
の
朝
日
に
潤
む
霞
浦
堤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

松
葉
蝶
駿

老
い
の
身
に
重
さ
も
う
れ
し
福
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

宮
﨑
き
み
枝

地
面
ほ
っ
こ
り
新
芽
が
覗
く
春
の
さ
き
が
け
福
寿
草　
　
　
　
　

酒
川
千
鶴
子

昭
和
・
平
成
・
令
和
に
変
り
気
持
新
た
に
老
い
を
生
く　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

雪
が
解
け
れ
ば
大
地
の
匂
い
心
新
た
に
鍬
初
め　
　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

テ
ン
ポ
速
く
て
追
い
つ
け
な
い
が
八
十
路
焦
ら
ず
新
時
代　
　
　
　

田
島
草
実

交
わ
す
挨
拶
ロ
ボ
ッ
ト
笑
顔
進
む
Ａ
・
Ｉ
新
時
代　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

初
日
拝
め
ば
心
も
新
た
老
い
に
ゃ
負
け
じ
と
ネ
ジ
を
巻
く　
　
　
　

山
崎
笑
子

気
持
ち
新
た
に
真
白
き
富
士
に
世
界
平
和
を
祈
る
朝　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

溜
ま
る
新
聞
ご
近
所
さ
ん
は
ハ
ワ
イ
旅
行
か
お
正
月　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

令
和
迎
え
た
新
し
年
に
平
和
願
っ
て
生
き
る
老
い　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

箱
根
駅
伝
絆
の
た
す
き
繋
ぎ
新
た
な
走
り
初
め　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

迎
う
新
春
宝
の
友
と
俚
謡
に
励
ん
で
ぼ
け
防
止　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

新
が
字
結
び
折
り
句
が
は
つ
ゆ
日
和
吟
社
の
俚
謡
始
め　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

令
和
生
れ
が
新
風
入
れ
て
泣
い
て
笑
っ
て
福
の
神　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

軋
む
不
安
の
子
育
て
終
え
て
新
春
へ
安
堵
の
乳
母
車　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

澄
ん
だ
青
空
新
年
迎
え
夢
に
前
進
幸
あ
れ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岸
錦
洋

八
十
路
間
近
で
新
た
な
心
地
先
ず
は
健
康
希
い
願
う　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

新
し
い
こ
と
挑
戦
す
る
の
辛
い
け
れ
ど
も
夢
が
あ
る　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

令
和
新
年
世
界
の
平
和
願
い
家
族
で
墓
参
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

興
味
津
津
運
動
効
果
出
れ
ば
活
力
日
々
新
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

カ
レ
ン
ダ
ー
幸
せ
だ
っ
た
と
か
け
か
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

ロ
ボ
ッ
ト
犬
春
着
の
吾
を
み
つ
め
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

   　

石
毛
恵
美
子

残
り
柿
め
じ
ろ
群
れ
来
て
五
つ
六
つ　
　
　
　
　
　
　
　

            

市
川
紀
行

薮
の
中
白
き
雪
洞
花
八
つ
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

新
た
な
る
令
和
ス
タ
ー
ト
年
明
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

初
日
見
に
今
年
の
一
歩
踏
み
出
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　

高
柳
幸
子

地
滑
り
の
跡
を
抱
き
て
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

田
島
早
苗

し
き
た
り
を
捨
て
て
楽
す
る
三
ケ
日　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

中
島
輝
子

年
の
暮
集
い
て
古
家
の
軋
む
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

長
田
敏
笑

読
経
の
背
筋
に
初
日
ふ
か
ぶ
か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

手
を
合
わ
せ
ひ
そ
か
に
開
く
御
く
ぢ
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

松
本
秀
子

赤
い
実
を
奴
に
取
ら
れ
て
年
迎
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

増
尾
尚
子

新
春
の
朝
日
に
潤
む
霞
浦
堤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

松
葉
蝶
駿

老
い
の
身
に
重
さ
も
う
れ
し
福
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

宮
﨑
き
み
枝

一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

一
月
の
俳
句
（
題

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

字
結
び
「
新
」
一
字
以
上
詠
み
込
み

正
調
俚
謡

日
和
吟
社

字
結
び
「
新
」
一
字
以
上
詠
み
込
み

こ

う　

た

・美浦村や霞ケ浦の魅力を「体感できる」「楽しんでいただける」「懐かしん
　でいただける」商品

・地域産業の振興に繋がる要素をもつ商品

・美浦村で生産・製造・加工されているもの、村内の原料を使用している
　もののいずれかに該当する商品

・村のＰＲにつながる商品やサービスを提供できる商品

・品質および数量の面で安定供給が見込める商品（ただし期間限定・数量
　限定で供給可能なものは可）

◎ 募集する返礼品◎ 募集する返礼品 ・・・次のいずれかの要件を満たす商品・・・次のいずれかの要件を満たす商品

平成２９年度 ４１５件

年　度

▼これまでの寄附状況（令和元年１２月末現在）

件　数

１，１１３万２千円

平成３０年度 ２，３７６万６千円

平成２７年度

平成２８年度

１，１２８件

１，５３４件

令和元年度 ２，６５８万５千円１，３３２件

６２５件

２，３８０万３千円

１，７５５万８千円

金　額

　平成２０年度からスタートしたふるさと納税制度。美
浦村が寄附者にお贈りする返礼品は、全国の皆さまか
ら大変ご好評をいただいております。
　この返礼品について、ご協力いただける事業者を随
時募集しています。返礼品を通して美浦村をＰＲする
とともに、あなたの自慢の商品を全国にアピールする
絶好の機会です。ぜひ、ご検討をお願いいたします。

※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。

う　

た

は　

る

わ
れ

や
ぶ

ぼ
ん
ぼ
り

い
だい

え

む

か

ほ

づ
つ
み

ど
き
ょ
う

き
し

美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！

新規協力事業者募集新規協力事業者募集

■問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８■問合せ 役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

寄附
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■問合せ　企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

～今年度の申請は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が対象です～

～今年度の申請は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が対象です～

【奨励金の額（年額）】

納付した固定資産税のうち、「奨励金の対象となる
住宅」および「奨励金の対象となる住宅の敷地」
が申請者名義または同世帯の親族名義である場合
は、その住宅および敷地に係る固定資産税の年税
額相当額が奨励金として交付されます。ただし、
取得した住宅により奨励金の限度額が次のとおり
設定されています。

◎新築住宅…年額２０万円まで
◎中古住宅…年額１０万円まで

【奨励金の交付期間】

原則３年とします。ただし、４年目以降も同世帯
に義務教育終了前の子がいる場合には最長５年ま
で延長されます。

※交付期間は該当物件に固定資産税が課税された
　初年度から起算します。

※申請期間を過ぎた場合はその年度分の定住促進
　奨励金の交付はできませんのでご注意ください。

奨励金の額・交付期間は？奨励金の額・交付期間は？

居住するために美浦村に住宅を新築または購入し、
その住宅に美浦村の住民として定住する方が、定
住促進奨励金交付の対象者となります。
ただし、同世帯に次のいずれかに該当する方がい
る場合は対象外です。

・暴力団員による不当な行為の防止等に関する法  
律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定す
　る暴力団員

・過去にこの定住促進奨励金の交付を受けたこと
　のある方

・村税および各種使用料、その他村の税外収入金
　を滞納している方

奨励金交付の対象者は？奨励金交付の対象者は？

申請期間内に、「定住促進奨励金交付申請書」に必要事項を記入・押印のうえ、次の書類を添付して役場企画
財政課に提出してください。なお、交付期間中は、年度ごとに奨励金の交付申請が必要です。

【添付書類】

①住民票謄本（続柄記載のあるもの） ②土地の登記事項証明書　③住宅の登記事項証明書　④定住誓約書
⑤村税等納入状況確認承諾書　⑥定住促進奨励金に係る共有名義者同意書

※⑥同意書は申請に係る土地・住宅が共有名義の場合に必要です。
※２年目以降の申請には、「添付書類②③④」の添付は不要です。

【交付申請書の申請期間】
当該課税年度の固定資産税を完納した日から年度末３月３１日までです。

※役場閉庁日は申請できません。

◇申請例…平成３０年１月２日～平成３１年１月１日の間に住宅を取得した
　場合の奨励金の申請期間は、令和元年度課税の固定資産税を完納した
　日から令和２年３月３１日までとなります。

奨励金交付までの流れ奨励金交付までの流れ

平成２６年１月２日～平成３１年１月１日までに取得
した住宅が対象となります。

※ただし、相続により住宅を取得した場合を除き
　ます。

対象となる住宅は？対象となる住宅は？

申請期間を過ぎてしまう
と奨励金の交付ができな
くなってしまいますので
ご注意ください！
期限に余裕を持って
申請しましょう。

「平成２６年１月２日から平成３１年１月１日までに住宅を取得した方」「平成２６年１月２日から平成３１年１月１日までに住宅を取得した方」

村では、定住人口の増加促進と活力あるまちづくりの推進を図るため、「美浦村定住促進条例」を制定し、
村内に取得した新築住宅または中古住宅に継続して居住される方に、住んでいる家とその敷地に課税され
る固定資産税相当額を基本とする定住促進奨励金を交付しています。この奨励金の申請期間については、
当該課税年度の固定資産税を完納した時点から年度末３月３１日の間です。

村では、定住人口の増加促進と活力あるまちづくりの推進を図るため、「美浦村定住促進条例」を制定し、
村内に取得した新築住宅または中古住宅に継続して居住される方に、住んでいる家とその敷地に課税され
る固定資産税相当額を基本とする定住促進奨励金を交付しています。この奨励金の申請期間については、
当該課税年度の固定資産税を完納した時点から年度末３月３１日の間です。

お知らせ

公共機関等の電話番号はお知らせの

最終ページに掲載しています。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報　
１１

自
動
体
外
式
除
細
動
器

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
】に
つ
い
て
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図 書 室 便 り

平成３１年４月以降の４カ月児健診で

休

休

休

休

休 整

休

ブックスタート・
パックを
受け取っていない方へ

▼長く使えるバッグや絵本を
　お渡ししています。

消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ

と「自分だけは大丈夫」と

思っていませんか？思っていませんか？

消費者トラブルは

　　　　悩まず早めに相談を！

消費者トラブルは

　　　　悩まず早めに相談を！

消費者トラブルは

　　　　悩まず早めに相談を！

消費者トラブルは

　　　　悩まず早めに相談を！

＊以上２件、国民生活センター「見守り新鮮情報」より引用・抜粋・抜粋＊以上２件、国民生活センター「見守り新鮮情報」より引用・抜粋

＊深刻な高齢者の消費者被害　見守りで防止しましょう＊深刻な高齢者の消費者被害 見守りで防止しましょう

見守り
新鮮情報①
見守り
新鮮情報①
見守り
新鮮情報①

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１（直通）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）
※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売や悪質業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

消費生活に関する相談は

い や や

　司法書士会より司法書士相談員が派
遣され、登記・相続・消費生活に関す
る相談が無料で受けられます。相談の
２日前までにご予約下さい。

司法書士による無料相談司法書士による無料相談

【開催日時】３月６日（金）午前９時３０分
から１１時３０分まで
【会場・受付】美浦村消費生活センター

見守り
新鮮情報②
見守り
新鮮情報②
見守り
新鮮情報②

＊衣服に火がつく！着衣着火に注意＊衣服に火がつく！着衣着火に注意

《事例１》　仏壇のりんごを取ろうとしたら、ろうそくの火が右袖に燃え移った。すぐに上着を脱いだが
　　　　火が消えず、背中のほうまで燃え広がった。上半身にやけどを負い入院となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （被害者：８０歳代　女性）

《事例１》 仏壇のりんごを取ろうとしたら、ろうそくの火が右袖に燃え移った。すぐに上着を脱いだが
　　　　火が消えず、背中のほうまで燃え広がった。上半身にやけどを負い入院となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （被害者：８０歳代　女性）

《事例２》　湯を沸かそうとコンロに鍋をかけたら、隣のコンロの火がベストに着火し炎が上がった。妻
　　　　がすぐ気づきタオルで火を消したが、溶けた繊維で妻が指にやけどをした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（被害者：７０歳代　女性）

《事例２》 湯を沸かそうとコンロに鍋をかけたら、隣のコンロの火がベストに着火し炎が上がった。妻
　　　　がすぐ気づきタオルで火を消したが、溶けた繊維で妻が指にやけどをした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（被害者：７０歳代　女性）

【ひとこと助言】　
　ろうそくやコンロの火が衣服に燃え移ると大変危険です。身近な火気の取扱いには十分に注意し、火
に近づきすぎないよう気をつけてください。仏壇やコンロ等の奥のものを取るときは、必ず火を消して
から行いましょう。袖や裾が広がっているデザインの衣類やスカーフ、ストールなどは、火を使う際は
身につけないようにしましょう。もし衣服に火がついてしまったら、脱ぐ、たたく、水をかけるなどし
てすぐに消火しましょう。

【ひとこと助言】
　ろうそくやコンロの火が衣服に燃え移ると大変危険です。身近な火気の取扱いには十分に注意し、火
に近づきすぎないよう気をつけてください。仏壇やコンロ等の奥のものを取るときは、必ず火を消して
から行いましょう。袖や裾が広がっているデザインの衣類やスカーフ、ストールなどは、火を使う際は
身につけないようにしましょう。もし衣服に火がついてしまったら、脱ぐ、たたく、水をかけるなどし
てすぐに消火しましょう。

　叔母が、「通帳に３，０００円しか残っておらず生活費が無くなった」と私の母に相談してきた。母と一緒
に叔母の家に行くと、化粧品が山のようにあった。書類等を調べると、長期間に渡って契約していたよ
うで、約５００万円も支払っていた。叔母によると、担当から「こちらが質問すること全てに『ハイ』と
だけ言うように」と言われ、契約を強要されていたという。　　　　　　　（当事者：８０歳代　女性）

　叔母が、「通帳に３，０００円しか残っておらず生活費が無くなった」と私の母に相談してきた。母と一緒
に叔母の家に行くと、化粧品が山のようにあった。書類等を調べると、長期間に渡って契約していたよ
うで、約５００万円も支払っていた。叔母によると、担当から「こちらが質問すること全てに『ハイ』と
だけ言うように」と言われ、契約を強要されていたという。　　　　　　　（当事者：８０歳代　女性）

【ひとこと助言】
　高齢者が長期間に渡って、大量の商品を購入させられていたという相談が寄せられています。周囲の
人が気付いたときには高額の支払い後だったというケースも見られます。このような被害を防ぐには、
家族や周囲の人が、日ごろから高齢者の様子に気をつけることが大切です。離れて暮らしている場合は、
なるべく頻繁に連絡を取っておき、帰省の際などには不審な書面や、大量の商品、困っている様子等が
ないか確認するようにしましょう。少しでも気になることがあれば、本人から詳しく話を聞き、早めに
お住まいの自治体の消費生活センターに相談しましょう。家族や周囲の方も相談できます。

【ひとこと助言】
　高齢者が長期間に渡って、大量の商品を購入させられていたという相談が寄せられています。周囲の
人が気付いたときには高額の支払い後だったというケースも見られます。このような被害を防ぐには、
家族や周囲の人が、日ごろから高齢者の様子に気をつけることが大切です。離れて暮らしている場合は、
なるべく頻繁に連絡を取っておき、帰省の際などには不審な書面や、大量の商品、困っている様子等が
ないか確認するようにしましょう。少しでも気になることがあれば、本人から詳しく話を聞き、早めに
お住まいの自治体の消費生活センターに相談しましょう。家族や周囲の方も相談できます。
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法
違
反
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や

原
状
回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る

場
合
や
、
罰
則
規
定
の
適
用
を
受

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
農
地
法
第
４
条
申
請

　

所
有
者
自
ら
が
、
農
地
を
農
地

以
外
の
も
の
に
転
用
す
る
場
合
の

申
請
と
な
り
ま
す
。

▼
農
地
法
第
５
条
申
請

　

農
地
を
買
い
、
ま
た
は
借
り
受

け
て
、
農
地
以
外
の
目
的
に
供
す

る
場
合
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
の
受
付　

毎
月
２５
日
（
２５

　

日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、

　

そ
の
前
の
平
日
）
ま
で
に
申
請

　

の
あ
っ
た
も
の
を
、
そ
の
月
の

　

定
例
総
会
で
協
議
し
ま
す
。

　

農
地
の
改
良
と
は
、
農
地
の
効

率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
に
、
現

に
耕
作
し
て
い
る
農
地
を
盛
り
土
、

削
土
、
施
肥
等
に
よ
り
、
形
質
を

変
更
す
る
一
連
の
行
為
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

　

農
地
の
改
良
を
行
う
場
合
に
は
、

　

農
地
法
で
は
、
国
民
に
対
す
る

食
糧
の
安
定
供
給
の
確
保
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
農
地
の
権
利

移
動
の
統
制
、
農
地
転
用
の
統
制

等
の
仕
組
み
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
や
貸

借
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３

条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
農
地
の

所
在
す
る
農
業
委
員
会
の
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
農

地
の
売
買
は
効
力
が
生
じ
な
い
と

さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
対

価
を
支
払
っ

た
と
し
て
も

許
可
が
受
け

ら
れ
な
い
と

所
有
権
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
農
地
の
賃
貸
借
に
つ
い

て
は
、
主
に
農
業
経
営
基
盤
強
化

事
業
計
画
の
利
用
権
設
定
申
請
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
農
地
法
第
３
条
申
請
の
許
可
基

　

準
の
主
な
も
の

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
取
得
者
が
取
得
す
る
農
地
の
す

　

べ
て
を
耕
作
す
る
と
認
め
ら
れ

　

な
い
場
合

・
取
得
者
の
耕
作
面
積
が
現
在
耕

　

作
し
て
い
る
面
積
と
取
得
す
る

　

面
積
を
含
め
５
千
㎡
に
満
た
な

　

い
場
合

・
農
地
を
効
率
的
に
利
用
す
る
と

　

認
め
ら
れ
な
い
場
合

・
周
辺
の
農
地
の
利
用
に
悪
影
響

　

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

◇
申
請
の
受
付　

毎
月
２５
日
（
２５

　

日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、

　

そ
の
前
日
ま
た
は
前
々
日
）
ま

　

で
に
、
申
請
の
あ
っ
た
も
の
を

　

そ
の
月
の
定
例
総
会
で
協
議
し

　

ま
す
。

　

土
地
の
用
途
を
、
農
地
か
ら
住

宅
・
工
場
・
倉
庫
・
駐
車
場
・
資

材
置
場
・
植
林
等
に
変
更
す
る
場

合
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第

５
条
の
規
定
に
よ
り
、
県
知
事
の

許
可
（
転
用
す
る
農
地
が
４
万
㎡

を
超
え
る
場
合
は
農
林
水
産
大
臣

と
の
協
議
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
許
可
を
受
け
ず
に
無
断

で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転

用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り

に
転
用
し
な
い
場
合
に
は
、
農
地

事
業
を
実
施
す
る
１
カ
月
前
ま
で

に
、
そ
の
農
地
の
所
在
す
る
農
業

委
員
会
に
協
議
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員
会

は
、
協
議
書
を
基
に
定
例
総
会
の

日
に
協
議
し
、
農
地
等
の
改
良
に

対
す
る
同
意
・
不
同
意
を
申
請
者

に
通
知
し
ま
す
。

　

農
地
を
相
続
（
遺
産
分
割
、
包

括
遺
贈
を
含
む
）、時
効
取
得
等
で
、

許
可
を
要
せ
ず
に
取
得
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
農
地
が
所
在
す
る
農

業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
届
出
は
農
地
の

取
得
日
か
ら
概
ね
１０
カ
月
以
内
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

事
業
内
容
に
よ
り
他
法
令
に
も

該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

各
申
請
に
つ
い
て
、
申
請
に
必

要
な
も
の
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
経
済
課
内
農
業
委
員
会
事
務

局
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０
３
４

０
（
内
線
２
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

美
浦
村
農
業
委
員
会
の
定
例

総
会
は
、
原
則
、
毎
月
１０
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。

※
新
規
就
農
希
望
者
に
は
、
農
業

　

委
員
会
に
経
営
計
画
等
の
提
出

　

と
面
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
転
用

　

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
地
の

　

所
在
す
る
農
業
委
員
会
に
あ
ら

　

か
じ
め
届
け
出
れ
ば
、
届
出
受

　

理
書
が
通
知
さ
れ
、
許
可
を
受

　

け
な
く
て
も
転
用
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

農
地
の
権
利
移
動
を

農
地
の
権
利
移
動
を

す
る
と
き

す
る
と
き

農
地
の
転
用
を

農
地
の
転
用
をす

る
と
き

す
る
と
き

農
地
の
相
続
を

農
地
の
相
続
をす

る
と
き

す
る
と
き

農
地
の
改
良
を

農
地
の
改
良
をす

る
と
き

す
る
と
き

農
地
法
の
定
め
に
よ
り

農
地
法
の
定
め
に
よ
り

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
等

に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
等

に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

健やかづくり
For your healthy life

■問合せ　健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９

定期予防接種のうち、次の２種類は令和２年３月３１日が接種期限となっています。接種がお済みでない
方は、お早めに医療機関で接種をしてください。
※転入や紛失等で予診票をお持ちでない方は、保健センターへお問い合わせください。

■麻しん・風しん混合（ＭＲ）定期予防接種
《対象者》平成２５年４月２日～平成２６年４月１日生まれの方

■高齢者の肺炎球菌定期予防接種
《対象者》・今年度中に満６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳以上になる方

　　　　　・６０歳から６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器疾患、ヒト免疫不全ウイルスによる疾患で
　　　　　　身体障害者手帳１級を取得している方

　　　　　※過去に高齢者肺炎球菌（２３価肺炎球菌ワクチン）を受けたことがある方は定期接種の対象に
　　　　　　なりません。

３月１６日（月）
令和元年１１月生

１３：００～１３：４５受付

３月９日（月）
平成２８年１２月～
　　　平成２９年１月生

２４時間　救急電話相談☎
子ども　♯８０００
おとな　♯７１１９
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子育て支援センターからのお知らせ
① たけのこは細切り、しめじは石づきを除いてほぐす。
人参はせん切り、長ねぎは斜め薄切りにする。

②　豆腐は５ｍｍ幅の細切りにする。

③ 卵は溶きほぐしておく。

④ 鍋にＡとたけのこ、しめじ、人参を入れて火にかけ、沸騰
してきたら中火にして１、２分煮る。

⑤ ④にもずく酢（汁ごと）、豆腐、長ねぎを加え、再び煮立っ
てきたら卵を回しかけ火を止め、こしょうを加える。

⑥ 器に盛り、ラー油をまわしかける。

もずく酢　    ２００ｇ

ゆでたけのこ　６０ｇ

しめじ　　　　４０ｇ

人　参　　　　４０ｇ

長ねぎ 　                       ６０ｇ

絹ごし豆腐　 １２０ｇ

鶏がらスープの素

　　　   小さじ２／３

水 　　　　５００ｍｌ

こしょう　　 少々

ラー油  小さじ １／２

卵　　　　 １個

　 － －■問合せ 美浦村食生活改善推進員協議会事務局（保健センター内）☎０２９－８８５－１８８９

もずく酸辣湯スープもずく酸辣湯スープもずく酸辣湯スープもずく酸辣湯スープ

▼ 材料（４人分）

▼栄養価（１人分）
エネルギー８７ｋｃａｌ、たんぱく質４．７ｇ、

　　　　　　　　　　　　　　脂質２．９ｇ、食塩相当量１．３ｇ

Ａ

▼ 作り方

■問合せ 国保年金課年金係☎０２９－８８５－０３４０（内線１１６）

国民年金第１号被保険者の産前産後期間の国民年金保険料が免除されます。産
前産後期間として認められた期間は、保険料を納付したものとして老齢基礎年金
の受給額に反映されます。

※出産とは、妊娠８５日（４カ月）以上の出産です。死産、流産、早産を含みます。

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます

◆免除期間　出産予定日または出産日が属する月の前月から４カ月間
　　　　　　多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３カ月前から６カ月間

◆届出期間　出産予定日の６カ月前から届出可能。
◆届 出 先　役場国保年金課（４番窓口）

◆必要書類　出産前の届出の場合は、母子健康手帳などが必要です。出産後の届出の場合は村で出産
日を確認できるため原則不要ですが、被保険者とそのお子さんが別世帯の場合は、出生
証明書など出産日および親子関係を明らかにする書類が必要です。　

野菜は１日３５０ｇ、小鉢の野菜料理を１皿、野菜炒めなど大皿料理は２皿分と数えて、５皿を目標に
して食べましょう。

美浦村食生活改善推進員は、総合健診・学校・地域で村民
の皆さんに食生活のアドバイスをさせていだだいています。

　今回の献立は、もずく酢を丸ごと入れて簡単に作れる酸
辣湯スープです。身体にやさしく、生活習慣病予防・元気
のでる一品です。是非、お試しください。
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子育て支援センターは、未就学児とその保護者が一緒に遊んで交流できる場です。子育て情報
の提供、子育てに関する相談等を通じて子育て支援を行っています。お気軽にご利用ください。

３月の子育てひろば
月 火 水 木 金 土日

８

２７２６２５２３２２

２１

７

９

２０１９１８１７１６１５

１４

２９

１１ １３１２

エン

よち

ぴよ

１ ３２ ４ ６５

２８

よち

よち

ぴよ

幼ク

春分
の日

１０

２４

エン

ぴよ おも

幼ク

子育て支援センターからのお知らせ子育て支援センターからのお知らせ

日時 ３月３日（火）午前１０時５０分から１１時３０分

講師 葉梨 るり先生

場所　子育て支援センター　わくわくルーム

対象　村内在住の１歳６カ月から３歳１１カ月児の

　　　母親

　　　＊対象のお子さんは別室で託児します。

参加費　無料

　　　　＊動きやすい服装（ジーパン・スカート

　　　　　不可）でヨガマット（あれば）大判の

　　　　　タオル（２枚）飲料をご持参下さい。

３０ ３１

おも

ぴよ

日時 ２月２９日（土）
　　午前１０時３０分から１１時３０分

場所 子育て支援センター　わくわくルーム

対象 未就学児の親子

内容 ・衣装を着用して写真撮影
　　　＊衣装は子育て支援センターで用意します。

　　　・ひな祭り工作
　　　・読み聞かせ（大空の会さん）　　　　
　　 ・手遊び

問合せ 子育て支援センター

　 ピラティス・ストレッチ講座
日頃、硬くなりがちな体をピラティス・ス
トレッチでほぐしてみませんか？

　　　

　 － －

もずく酸辣湯スープ
子育て支援センター（みほふれ愛プラザ内）☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時３０分～午後６時（日曜・祝日休館）
問合せ
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農
地
の
権
利
移
動
を

す
る
と
き

農
地
の
転
用
をす

る
と
き

農
地
の
相
続
をす

る
と
き

農
地
の
改
良
をす

る
と
き

農
地
法
の
定
め
に
よ
り

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
等

に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

健やかづくり健やかづくり
For your healthy lifeFor your healthy life

■問合せ　健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９
■問合せ　健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９

今年度は６～７月、１２月と総合健診を実施してきましたが、未だ受診されていない方が多数いらっ
しゃるため、今年度最後の機会として総合健診を実施します。受診していない方はぜひお越しくだ
さい。
元気だから受けなくて大丈夫かな？自覚症状のない異変を見つけるのが総合健診の
目的です。元気だからこそ受診しましょう！

　　　 ２月２０日（木）

総合健診を実施します

　　　　２月２０日（木）

総合健診を実施します

今年度最後

【日 時】２月２０日（木）午前８時～１１時受付（番号札配布：午前７時～）
　　　　　＊予約不要です。胃がん検診をご希望の方は前日午後８時以降の飲食はしないでください。

【会 場】保健センター

【持ち物】①保険証　②特定健康診査受診券（４０～７４歳の社会保険被扶養者の方で特定健康診査をご希望の
　　　　　方）　③自己負担金（がん検診、２０～３９歳の成人健診をご希望の方）

【内 容】各健診は年度内１回受診できます。対象となる健診について不明な場合は保健センターまでお問  
　　　　　い合わせください。

『麻しん・風しん混合（ＭＲ）予防接種第２期』

『 高 齢 者 の 肺 炎 球 菌 定 期 予 防 接 種 』

定期予防接種のうち、次の２種類は令和２年３月３１日が接種期限となっています。接種がお済みでない
方は、お早めに医療機関で接種をしてください。
※転入や紛失等で予診票をお持ちでない方は、保健センターへお問い合わせください。

定期予防接種のうち、次の２種類は令和２年３月３１日が接種期限となっています。接種がお済みでない
方は、お早めに医療機関で接種をしてください。
※転入や紛失等で予診票をお持ちでない方は、保健センターへお問い合わせください。

■麻しん・風しん混合（ＭＲ）定期予防接種
《対象者》平成２５年４月２日～平成２６年４月１日生まれの方

■高齢者の肺炎球菌定期予防接種
《対象者》・今年度中に満６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳以上になる方

　　　　　・６０歳から６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器疾患、ヒト免疫不全ウイルスによる疾患で
　　　　　　身体障害者手帳１級を取得している方

　　　　　※過去に高齢者肺炎球菌（２３価肺炎球菌ワクチン）を受けたことがある方は定期接種の対象に
　　　　　　なりません。

■麻しん・風しん混合（ＭＲ）定期予防接種
《対象者》平成２５年４月２日～平成２６年４月１日生まれの方

■高齢者の肺炎球菌定期予防接種
《対象者》・今年度中に満６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳以上になる方

　　　　　・６０歳から６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器疾患、ヒト免疫不全ウイルスによる疾患で
　　　　　　身体障害者手帳１級を取得している方

　　　　　※過去に高齢者肺炎球菌（２３価肺炎球菌ワクチン）を受けたことがある方は定期接種の対象に
　　　　　　なりません。

は３月３１日（火）まで！

休 日 当 番 医 診療時間：午前９時～午後４時　※都合により当番医を変更することがあります。
お問合せ先：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０

３

月

２

月

印南クリニック
宮 本 病 院

阿見
稲敷

朝 田 病 院
古 橋 医 院

美浦中央病院
佐倉クリニック

阿見
稲敷

美浦
稲敷

１日
（日）

１６日
（日）

２３日
（日）

８日
（日）

１５日
（日）

さ か え 医 院
江戸崎ひかりクリニック

阿見
稲敷

かたやま耳鼻咽喉科
いなしきクリニック

阿見
稲敷

☎０２９‐８３４‐２２２２
☎０２９９‐７９‐２１１４

☎０２９‐８８７‐３３４９
☎０２９‐８９２‐３３７２

２４日
（月）

南平台メディカルクリニック
鈴木クリニック

阿見
稲敷

☎０２９‐８８８‐０８８８
☎０２９‐８９２‐３６４０

☎０２９‐８８７‐０３１０
☎０２９９‐７８‐３７７０

☎０２９‐８８５‐３５５１
☎０２９‐８９２‐７０１１

☎０２９‐８８８‐２６６２
☎０２９‐８３４‐５７７７

３月１６日（月）
令和元年１１月生
３月１６日（月）
令和元年１１月生

４カ月
児

３歳児

１３：００～１３：４５受付１３：００～１３：４５受付

３月の
乳幼児健診

３月９日（月）
平成２８年１２月～
　　　平成２９年１月生

３月９日（月）
平成２８年１２月～
　　　平成２９年１月生

２４時間　救急電話相談☎２４時間　救急電話相談☎
子ども　♯８０００
おとな　♯７１１９
子ども ♯８０００
おとな ♯７１１９

迷ったら！
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新着図書案内は、中央公民館・役場・みほふ
れ愛プラザ・こもれび森のイバライド（稲敷
市）にて配布しています。

ブックスタートとは、地域や家族みんな
で赤ちゃんが絵本と出会える環境作りを
応援する運動です。健診の待ち時間に、
かわいい絵本の入った「ブックスタート
・パック」をお渡ししています。

◎日時 ２月１７日（月）午後１時～

◎会場　保健センター

◎対象　４カ月児健診を受診する親子

３月の図書室カレンダー

図 書 室 便 り図 書 室 便 り
■開館時間
午前９時～午後５時（水曜日のみ午後７時まで延長）

■インターネット蔵書検索
パソコン　 https://www.lics-saas.nexs
-service.jp/miholib/webopac/index.do

スマートフォン　https://www.lics.
-saas.nexs-service.jp/miholib/spopac/
index.do

ス
マ
ホ

モ
バ
イ
ル

※月曜・祝日・毎月最終火曜日は休室

◎日時 ２月１５日（土）午前１１時～

◎会場 中央公民館図書室えほんコーナー

読書会「虹の会」の皆さんによるお話し
会を行います。
読んでほしい本がありましたら、当日で
も構わないのでリクエストしてください。
自宅の本の持ち込みも可能です。

保健センターで毎月行われている４カ月児健診を受診で
きなかった方や、病院などで健診を受診された親子の皆
さんを対象に、ブックスタート・パックのお渡しをして
います。ご希望の際は、母子手帳をお持ちの上、中央公
民館図書室までお越しください。

お子さんの４カ月児健診対象時に美浦村に
お住まいで、母子手帳にラッコのスタンプ
が押されていない方が対象です。
※お渡しする本は毎年変わります。

平成３１年４月以降の４カ月児健診で平成３１年４月以降の４カ月児健診で

月 火 水 木 金 土日

２８２６２５２４２２

８ １１１０

２１１９１８１５

２９

１２ １４１３

１ ４３ ５ ７６

休休休

休休休

休休休

休休休

休休休 整整整

９

２３

１７１６

３０ ３１

２

２７

２０
休休

■問合せ
中央公民館図書室☎０２９－８８５－８４４２

▲

予約連絡用メールアドレスが変わりました

図書室から送信されるメールを受信できるよう、お使
いの機器の設定をお願いいたします。

・旧メールアドレス
　miholib@info-a.lib.nexs-service.jp

・新メールアドレス
　miholib@info-a.lics-saas.nexs-service.jp

利用者の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理

解とご協力をお願いいたします。

【１月２９日（水）より変更のお知らせ】

▲
蔵書検索ページ（ＷｅｂＯＰＡＣ）のＵＲＬが変わりま      
　した

　該当のページを直接ブック

マーク（お気に入り）登録など
されている方は、ＵＲＬの変
更をお願いいたします。
新しいＵＲＬについては、紙
面右上のインターネット蔵書
検索をご確認ください。

ブックスタート・
パックを
受け取っていない方へ

ブックスタート・
パックを
受け取っていない方へ

▼長く使えるバッグや絵本を
　お渡ししています。

▼長く使えるバッグや絵本を
　お渡ししています。

と

思っていませんか？

消費者トラブルは

　　　　悩まず早めに相談を！

消費者トラブルは

　　　　悩まず早めに相談を！

消費者トラブルは

　　　　悩まず早めに相談を！

＊以上２件、国民生活センター「見守り新鮮情報」より引用・抜粋

＊深刻な高齢者の消費者被害　見守りで防止しましょう

見守り
新鮮情報①

司法書士による無料相談

見守り
新鮮情報②

＊衣服に火がつく！着衣着火に注意

《事例１》　仏壇のりんごを取ろうとしたら、ろうそくの火が右袖に燃え移った。すぐに上着を脱いだが
　　　　火が消えず、背中のほうまで燃え広がった。上半身にやけどを負い入院となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （被害者：８０歳代　女性）

《事例２》　湯を沸かそうとコンロに鍋をかけたら、隣のコンロの火がベストに着火し炎が上がった。妻
　　　　がすぐ気づきタオルで火を消したが、溶けた繊維で妻が指にやけどをした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（被害者：７０歳代　女性）

【ひとこと助言】　
　ろうそくやコンロの火が衣服に燃え移ると大変危険です。身近な火気の取扱いには十分に注意し、火
に近づきすぎないよう気をつけてください。仏壇やコンロ等の奥のものを取るときは、必ず火を消して
から行いましょう。袖や裾が広がっているデザインの衣類やスカーフ、ストールなどは、火を使う際は
身につけないようにしましょう。もし衣服に火がついてしまったら、脱ぐ、たたく、水をかけるなどし
てすぐに消火しましょう。

　叔母が、「通帳に３，０００円しか残っておらず生活費が無くなった」と私の母に相談してきた。母と一緒
に叔母の家に行くと、化粧品が山のようにあった。書類等を調べると、長期間に渡って契約していたよ
うで、約５００万円も支払っていた。叔母によると、担当から「こちらが質問すること全てに『ハイ』と
だけ言うように」と言われ、契約を強要されていたという。　　　　　　　（当事者：８０歳代　女性）

【ひとこと助言】
　高齢者が長期間に渡って、大量の商品を購入させられていたという相談が寄せられています。周囲の
人が気付いたときには高額の支払い後だったというケースも見られます。このような被害を防ぐには、
家族や周囲の人が、日ごろから高齢者の様子に気をつけることが大切です。離れて暮らしている場合は、
なるべく頻繁に連絡を取っておき、帰省の際などには不審な書面や、大量の商品、困っている様子等が
ないか確認するようにしましょう。少しでも気になることがあれば、本人から詳しく話を聞き、早めに
お住まいの自治体の消費生活センターに相談しましょう。家族や周囲の方も相談できます。
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～今年度の申請は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が対象です～

奨励金の額・交付期間は？

奨励金交付の対象者は？

奨励金交付までの流れ

対象となる住宅は？

「平成２６年１月２日から平成３１年１月１日までに住宅を取得した方」

村では、定住人口の増加促進と活力あるまちづくりの推進を図るため、「美浦村定住促進条例」を制定し、
村内に取得した新築住宅または中古住宅に継続して居住される方に、住んでいる家とその敷地に課税され
る固定資産税相当額を基本とする定住促進奨励金を交付しています。この奨励金の申請期間については、
当該課税年度の固定資産税を完納した時点から年度末３月３１日の間です。

後
に
大
谷
時
計
台
児
童
館
・
木
原

城
山
児
童
館
・
安
中
小
学
校
で
開

設
し
て
い
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
の
令
和
２
年
度
入
会
児
童
を

募
集
し
ま
す
。

◇
対
象
児
童　

仕
事
や
病
気
等
、

　

保
護
者
の
事
情
に
よ
り
放
課
後

家
庭
に
お
い
て
健
全
な
育
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
学

１
〜
６
年
生

◇
利
用
時
間　

放
課
後
か
ら
保
護

者
が
迎
え
に
来
ら
れ
る
時
間
ま

で
。（
最
長
で
午
後
６
時
４５
分
ま

で
の
予
定
）

◇
申
込
方
法

各
児
童
館
で
配
布

し
て
い
る「
入
会
申
請
書
」と
家

庭
状
況
に
応
じ
た
「
各
種
証
明

書
」用
紙（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
、
加
入

を
希
望
す
る
児
童
館
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
安
中
小
学
校
で
開
設
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
安
中
学

区
児
童
ク
ラ
ブ
」
へ
の
加
入
を

希
望
す
る
場
合
は
、
大
谷
時
計

台
児
童
館
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
間　

２
月
２１
日
（
金
）
〜

３
月
２
日
（
月
）
午
前
１０
時
〜
午

後
６
時
４５
分

※
土
・
日
を
除
き
ま
す
。

◇
問
合
せ　

大
谷
時
計
台
児
童
館
、

木
原
城
山
児
童
館

変
色
し
た
ビ
ニ
ー
ル
や
保
存
状

態
の
悪
い
も
の
等

◇
回
収
日

２
月
下
旬

※
申
込
者
に
後
日
連
絡

◇
場
所　

稲
敷
農
協
旧
安
中
支
店
、

　

水
郷
つ
く
ば
農
協
コ
ン
ポ
ス
ト

セ
ン
タ
ー

◇
委
託
先

（
公
社
）農
林
振
興
公
社

◇
費
用　

登
録
料：

１
戸
当
た
り

１
０
０
０
円
、
回
収
料：

農
ビ

１
ｋ
ｇ
当
た
り
１０
円
・
農
ポ
リ

１
ｋ
ｇ
当
た
り
３０
円

◇
申
込
期
限　

２
月
２１
日（
金
）

※
回
収
日
当
日
の
申
込
み
は
不
可
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

児
童
館
で
は
、
小
学
校
の
放
課

　

村
で
は
、
使
用
済
み
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収

を
行
い
ま
す
。
排
出
事
業
者
単
位

で
回
収
委
託
者
と
の
契
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

後
日
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
農
家

の
方
宛
て
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

◇
回
収
で
き
る
も
の　

遮
光
シ
ー

ト
、
カ
ン
レ
イ
シ
ャ
、
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
、
肥
糧
袋
、
苗
箱
等

※
農
ビ
、
農
ポ
リ
は
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
回
収
で
き
な
い
も
の　

糸
入
り

農
ビ
、
マ
イ
カ
線
、
畦
シ
ー
ト
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
そ
の
他
の
特

殊
資
材
、
ホ
ー
ス
類
等
の
一
部
、

詳細は村ホームページをご覧になるか
役場総務課までお問合せください。

１枠２，７００円～（先着）

※ページ構成上募集がない月もあります。

広報みほに広告を掲載しませんか

お知らせお知らせ

公共機関等の電話番号はお知らせの

最終ページに掲載しています。

公共機関等の電話番号はお知らせの

最終ページに掲載しています。

（広告欄）

農
ビ
・
農
ポ
リ
適
正
回
収

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
突
然
の
心
停
止

（
心
臓
突
然
死
）か
ら
命
を
救
う
た

め
、
痙
攣
を
お
こ
し
た
心
臓
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
装
置
で
す
。

発
見
者
に
よ
る
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
組
み
合
わ
せ
で
救
え
る
命
が

増
加
し
ま
す
。

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
は
？

①
電
源
Ｏ
Ｎ
（
蓋
を
あ
け
る
と
自

動
的
に
電
源
が
入
り
ま
す
）

②
電
極
パ
ッ
ド
を
貼
り
自
動
解
析

を
開
始

③
通
電
（
シ
ョ
ッ
ク
が
不
要
な
場

合
は
電
気
は
流
れ
ま
せ
ん
）

◎
操
作
は
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ

り
指
示
さ
れ
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
必
要
か
ど
う
か
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

判
断
し
ま
す
。
高
度
な
専
門
知

識
を
必
要
と
せ
ず
に
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
は
？

村
で
は
村
内
の
小
・
中
学
校
を

含
め
た
公
共
施
設
な
ど
２６
カ
所
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
に
つ
い

て
は
、
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
第
１１
回
・
終
わ
り
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報　
１１

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報
１１

自
動
体
外
式
除
細
動
器

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
】に
つ
い
て

自
動
体
外
式
除
細
動
器

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
】に
つ
い
て
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村
で
は
、
次
の
２
つ
の
計
画
に

つ
い
て
、ご
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す
。

村
で
は
、
第
７
次
美
浦
村
総
合

計
画
に
つ
い
て
、
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。こ
の
た
び
計
画
（
案
）
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案
に

対
す
る
村
民（
※
）の
皆
様
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◇
計
画（
案
）の
概
要

・
計
画
名　

第
７
次
美
浦
村
総
合

計
画

・
計
画
期
間　

令
和
２
年
度
〜
令

和
１１
年
度

・
計
画
構
成　

基
本
構
想
・
重
点

戦
略
・
基
本
計
画

村
で
は
、
第
２
期
美
浦
村
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ

い
て
、策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。こ

の
た
び
計
画（
案
）を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
こ
の
案
に
対
す
る
村
民

（
※
）の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

◇
計
画（
案
）の
概
要

・
計
画
名　

第
２
期
美
浦
村
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

・
計
画
期
間　

令
和
２
年
度
〜
令

和
６
年
度

・
計
画
構
成　

計
画
策
定
の
基
本

事
項
、
現
況
と
課
題
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施

《
共
通
事
項
》

◇
募
集
期
間

２
月
１０
日
（
月
）〜

２
月
２４
日（
月
）

◇
計
画
の
閲
覧
場
所　

役
場
企
画

財
政
課
、
役
場
子
育
て
支
援
課
、

中
央
公
民
館
窓
口
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
美
浦
村
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
。

◇
意
見
提
出
方
法　

役
場
企
画
財

政
課
・
子
育
て
支
援
課
宛
て
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
用
紙
を

持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２

９
－

８
８
５

－

４
９
５
３
）
で

送
付
す
る
か
、
右
記
の
閲
覧
場

所
に
設
置
し
て
あ
る
回
収
箱
へ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い

ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス【
美
浦
村
】（
美
浦
村
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
し

て
い
ま
す
。）か
ら
意
見
を
送
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

＊
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
用
紙
は
、

　

各
閲
覧
場
所
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
美
浦
村
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※「
村
民
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
村
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を

有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他

の
団
体

③
村
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に

勤
務
す
る
者

④
村
内
の
学
校
に
在
学
す
る
者

⑤
本
村
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の

団
体

⑥
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

手
続
に
係
る
事
案
に
利
害
関
係

を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の

他
の
団
体

◇
問
合
せ　

第
７
次
美
浦
村
総
合

計
画（
案
）は
役
場
企
画
財
政
課
、

第
２
期
美
浦
村
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画（
案
）は
子
育

て
支
援
課

茨
城
県
は
、
退
去
強
制
手
続
を

執
ら
れ
た
外
国
人
の
不
法
就
労
先

と
し
て
、
平
成
２７
年
以
降
４
年
連

続
で
全
国
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
警
察
で
は
、
不
法
滞
在
外

国
人
の
検
挙
・
摘
発
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
、
多
く
の

不
法
滞
在
外
国
人
が
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
不
法
滞
在
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
外
国
人
が
近
く

に
住
ん
で
い
た
り
、
又
は
働
い
て

い
る
。
こ
ん
な
様
子
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
際
は
、
稲
敷
警
察
署

や
最
寄
り
の
駐
在
所
、
又
は
東
京

出
入
国
在
留
管
理
局
へ
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
情
報
提
供
先　

稲
敷
警
察
署
☎

０
２
９

－

８
９
３

－

０
１
１
０

　

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
し
て
、
相
続
登
記
に
関

す
る
相
談
を
県
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所
に
お
い
て
無
料
で
実
施
し

ま
す
。

※

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
期
間　

２
月
の
１
カ
月
間

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
相
談
内
容　

相
続
登
記
に
関
す

る
相
談

◇
申
込
・
実
施
場
所　

県
内
の
各

司
法
書
士
事
務
所

◇
問
合
せ　

茨
城
司
法
書
士
会
☎

０
２
９

－

２
２
５

－

０
１
１
１

（広告欄）

◎
第
７
次
美
浦
村
総
合
計
画
（
案
）

【
企
画
財
政
課
】

◎
第
２
期
美
浦
村
子
ど
も
・
子
育

　

て
支
援
事
業
計
画
（
案
）

【
子
育
て
支
援
課
】

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
外
国
人

の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す

地
面
ほ
っ
こ
り
新
芽
が
覗
く
春
の
さ
き
が
け
福
寿
草　
　
　
　
　

酒
川
千
鶴
子

昭
和
・
平
成
・
令
和
に
変
り
気
持
新
た
に
老
い
を
生
く　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

雪
が
解
け
れ
ば
大
地
の
匂
い
心
新
た
に
鍬
初
め　
　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

テ
ン
ポ
速
く
て
追
い
つ
け
な
い
が
八
十
路
焦
ら
ず
新
時
代　
　
　
　

田
島
草
実

交
わ
す
挨
拶
ロ
ボ
ッ
ト
笑
顔
進
む
Ａ
・
Ｉ
新
時
代　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

初
日
拝
め
ば
心
も
新
た
老
い
に
ゃ
負
け
じ
と
ネ
ジ
を
巻
く　
　
　
　

山
崎
笑
子

気
持
ち
新
た
に
真
白
き
富
士
に
世
界
平
和
を
祈
る
朝　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

溜
ま
る
新
聞
ご
近
所
さ
ん
は
ハ
ワ
イ
旅
行
か
お
正
月　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

令
和
迎
え
た
新
し
年
に
平
和
願
っ
て
生
き
る
老
い　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

箱
根
駅
伝
絆
の
た
す
き
繋
ぎ
新
た
な
走
り
初
め　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

迎
う
新
春
宝
の
友
と
俚
謡
に
励
ん
で
ぼ
け
防
止　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

新
が
字
結
び
折
り
句
が
は
つ
ゆ
日
和
吟
社
の
俚
謡
始
め　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

令
和
生
れ
が
新
風
入
れ
て
泣
い
て
笑
っ
て
福
の
神　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

軋
む
不
安
の
子
育
て
終
え
て
新
春
へ
安
堵
の
乳
母
車　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

澄
ん
だ
青
空
新
年
迎
え
夢
に
前
進
幸
あ
れ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岸
錦
洋

八
十
路
間
近
で
新
た
な
心
地
先
ず
は
健
康
希
い
願
う　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

新
し
い
こ
と
挑
戦
す
る
の
辛
い
け
れ
ど
も
夢
が
あ
る　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

令
和
新
年
世
界
の
平
和
願
い
家
族
で
墓
参
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

興
味
津
津
運
動
効
果
出
れ
ば
活
力
日
々
新
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

カ
レ
ン
ダ
ー
幸
せ
だ
っ
た
と
か
け
か
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

ロ
ボ
ッ
ト
犬
春
着
の
吾
を
み
つ
め
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

   　

石
毛
恵
美
子

残
り
柿
め
じ
ろ
群
れ
来
て
五
つ
六
つ　
　
　
　
　
　
　
　

            

市
川
紀
行

薮
の
中
白
き
雪
洞
花
八
つ
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

新
た
な
る
令
和
ス
タ
ー
ト
年
明
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

初
日
見
に
今
年
の
一
歩
踏
み
出
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　

高
柳
幸
子

地
滑
り
の
跡
を
抱
き
て
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

田
島
早
苗

し
き
た
り
を
捨
て
て
楽
す
る
三
ケ
日　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

中
島
輝
子

年
の
暮
集
い
て
古
家
の
軋
む
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

長
田
敏
笑

読
経
の
背
筋
に
初
日
ふ
か
ぶ
か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

手
を
合
わ
せ
ひ
そ
か
に
開
く
御
く
ぢ
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

松
本
秀
子

赤
い
実
を
奴
に
取
ら
れ
て
年
迎
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

増
尾
尚
子

新
春
の
朝
日
に
潤
む
霞
浦
堤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

松
葉
蝶
駿

老
い
の
身
に
重
さ
も
う
れ
し
福
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

宮
﨑
き
み
枝

一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

字
結
び
「
新
」
一
字
以
上
詠
み
込
み

◎ 募集する返礼品 ・・・次のいずれかの要件を満たす商品

※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。

美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！

新規協力事業者募集

■問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８
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第７１回朝日杯フューチュリティステークス

美浦トレセン『ターフプラザ』リニューアルオープン！

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
発
行
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

写
真
撮
影（
無
料
）を
行
い
、
カ
ー

ド
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◇
実
施
日
時

２
月
２
日
（
日
）
、

３
月
１
日（
日
）午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
０
時
３０
分

◇
実
施
場
所　

役
場
住
民
課
窓
口

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類　

運
転
免
許
証

等
の
顔
写
真
付
き
の
公
的
身
分

証
明
書
、
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
等
の
身
分
証
明
書
等
を
組

み
合
わ
せ
て
２
点

＊
顔
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明

書
１
点
の
場
合
で
も
申
請
は
行

え
ま
す
が
、
カ
ー
ド
の
受
取
方

法
を
選
択
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
通
知
カ
ー
ド（※

）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（※

）

※

お
持
ち
の
方
の
み

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

精
神
障
が
い
者
を
家
族
に
も
つ

人
た
ち
が
、
お
互
い
に
悩
み
や
心

配
事
を
語
り
合
う
会
を
開
催
し
ま

す
。
家
族
同
士
の
交
流
を
通
し
て
、

お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
支
え
合

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料
・
申
込
不
要

◇
日
時
・
会
場

①
２
月
１５
日（
土
）午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分
・
阿
見
町
本
郷
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

②
３
月
２１
日（
土
）午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分
・
み
ほ
ふ
れ
愛
プ

ラ
ザ

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

　

成
田
国
際
空
港（
株
）が
発
行
す

る
成
田
空
港
パ
ス
ポ
ー
ト
（
Ｎ
・

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
）
が
郵
送
で
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
申
請
の
た
め
に

窓
口
ま
で
お
越
し
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
１
月
以
降
は
郵
送

で
の
申
請
に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
を
ご
申

請
頂
き
、
お
気
軽
に
空
港
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は
、

村
内
在
住
の
１５
歳
以
上
の
方
（
中

学
生
を
除
く
）
に
発
行
し
て
い
る

パ
ス
で
、
①
空
港
内
店
舗
の
割
引

や
記
念
品
サ
ー
ビ
ス
、
②
駐
車
場

料
金
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
、
③
航
空

科
学
博
物
館
入
館
料
の
割
引
の
特

典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
必
要
書
類

（
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
申
込
書
、
証
明
写

真（
４５
ミ
リ
×
３５
ミ
リ
）、
運
転
免

許
証
等
現
住
所
が
確
認
で
き
る
も

の
の
写
し
）
を
郵
送
先
ま
で
ご
送

付
く
だ
さ
い
。申
請
書
類
を
受
付

後
、
２
週
間
ほ
ど
で
申
請
者
様
宛

に
パ
ス
を
発
送
し
ま
す
。ま
た
、お

急
ぎ
の
方
に
は
地
域
相
談
セ
ン

タ
ー
で
即
時
発
行
し
ま
す
。

◇
郵
送
先
・
問
合
せ　

成
田
国
際

空
港（
株
）地
域
共
生
部
共
生
グ

ル
ー
プ
（
〒
２
８
２

－

８
６
０

１
成
田
市
成
田
国
際
空
港
内
Ｎ

Ａ
Ａ
ビ
ル
）☎
０
４
７
６

－

３

４

－

５
８
５
８

　

子
育
て
中
の
未
就
業
看
護
職
に

今
後
の
仕
事
や
生
活
設
計
に
必
要

な
情
報
を
提
供
し
、
看
護
職
と
し

て
仕
事
復
帰
が
で
き
る
よ
う
就
業

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
復
帰
後
の
看

護
職
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
職
場
に
慣

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
定
着

促
進
を
目
的
と
し
た
相
談
支
援
を

行
い
、
参
加
者
の
不
安
な
ど
を
自

由
に
話
せ
る
情
報
共
有
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

◇
実
施
主
体　

公
益
社
団
法
人
茨

城
県
看
護
協
会
・
茨
城
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者　

就
業
し
て
い
て
育
児

休
業
中
の
看
護
職
、
育
児
休
業

復
帰
後
１
年
未
満
の
看
護
職
、

未
就
業
で
育
児
中（
未
就
業
児
）

の
看
護
職

◇
研
修
日
時　

３
月
６
日（
金
）午

後
１
時
３０
分
〜
３
時

◇
場
所　

茨
城
県
看
護
研
修
セ
ン

タ
ー
研
修
室
Ａ（
水
戸
市
緑
町

３

－

５

－

３
５
）

◇
内
容

・
育
児
休
業
後
、
職
場
復
帰
し
た

看
護
職
の
体
験
談

・
子
育
て
に
役
立
つ
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

・
懇
話
会

・
就
業
相
談

◇
定
員

３０
名

◇
申
込
方
法　

茨
城
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申

込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
９

－

２

２
６

－

０
４
９
３
）
で
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
間

２
月
２７
日（
木
）必
着

◇
費
用　

無
料

◇
そ
の
他　

無
料
託
児
あ
り
（
要

予
約
）

◇
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
茨
城

県
看
護
協
会
・
茨
城
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

２
２
１

－

７
０
２
１

茨
城
労
働
局
と
茨
城
県
は
、
令

和
３
年
３
月
大
学
院
等（
大
学
院
・

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
）

の
卒
業
予
定
者
及
び
卒
業
後
３
年

以
内
の
方
（
令
和
２
年
３
月
大
学

等
卒
業
予
定
者
を
含
む
。）を
対
象

に
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
学
生
の
方
の
事
前
申
込

み
は
不
要
で
す
。

◇
土
浦
会
場

▼
日
時　

３
月
３
日（
火
）午
後
１

時
〜
３
時
３０
分

＊
参
加
企
業
…
４０
社

▼
場
所　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
土
浦
市
城
北
町
２

－

２
４
）

◇
水
戸
会
場

▼
日
時　

３
月
１０
日（
火
）午
後
１

時
〜
３
時
３０
分

＊
参
加
企
業
…
６３
社

▼
場
所　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

水
戸
（
水
戸
市
宮
町
１

－

６

－

１
）

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
職
業
安

定
課
☎
０
２
９

－

２
２
４

－

６

２
１
８
ま
た
は
県
内
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

土
浦
地
方
家
族
会

Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
の
申
請
が

便
利
に
な
り
ま
し
た

育
児
休
暇
中
及
び
育
児

中
看
護
職
の
懇
話
会

い
ば
ら
き
企
業
説
明
会

２
０
２
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
休
日
申
請
補
助
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村
で
は
、
難
病
患
者
の
方
に
対

し「
難
病
患
者
支
援
費
」を
年
２
回

支
給
（
４
〜
９
月
分
を
９
月
支
給

・
１０
〜
３
月
分
を
３
月
支
給
）
し

て
お
り
、
支
給
の
申
請
手
続
き
は
、

そ
の
都
度
必
要
で
す
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
は
、
申

請
期
間
内
に
役
場
福
祉
介
護
課
で

次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
役
場
福
祉
介
護
課

に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
支
給
対
象
者　

次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方
。

・
村
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

・
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
の
施
設

に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

・
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証

・
印
鑑

・
新
規
、
口
座
変
更
、
銀
行
統
廃

合
の
場
合
は
、
振
込
先
口
座
の

通
帳
の
写
し

◇
申
請
受
付
期
間
（
３
月
支
給
分
）

２
月
３
日（
月
）〜
２８
日（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
支
援
額　

月
額
３
０
０
０
円

※
申
請
者
個
々
の
金
融
機
関
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

◇
支
給
対
象
月

１０
月
〜
３
月
分

※
４
月
〜
９
月
分
の
支
給
該
当
者

で
８
月
に
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
、
そ
の
間
が
該
当
で
あ
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
受
給
者
証

の
提
示
に
よ
り
、
最
大
で
１２
カ

月
分
申
請
で
き
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ

役
場
福
祉
介

護
課

　

特
定
の
業
種
に
従
事
す
る
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
が
改
正
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
使
用
者
と
労
働
者
が
合
意
し

「
特
定
最
低
賃
金
額
」未
満
の
賃
金

で
労
働
契
約
を
結
ん
で
も
、
そ
の

賃
金
は
無
効
と
さ
れ
「
特
定
最
低

賃
金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
鉄
鋼
業　

時
間
額
９
４
３
円

▼
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業　

時
間
額
９
０
５
円

▼
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器

　

・
試
験
機
・
理
化
学
機
械
器
具
、

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
、
時
計
・
同
部
分

品
製
造
業　

時
間
額
９
０
１
円

▼
各
種
商
品
小
売
業　

時
間
額
８

７
１
円

※
次
の
①
〜
③
に
掲
げ
る
者
等
は

特
定
最
低
賃
金
の
適
用
が
除
外

さ
れ
、
茨
城
県
最
低
賃
金
（
時

間
額
８
４
９
円
）
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

①
１８
歳
未
満
ま
た
は
６５
歳
以
上
の
者

②
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
者
で
あ

っ
て
、
技
能
習
得
中
の
者

③
清
掃
、
片
付
け
の
業
務
に
主
と

し
て
従
事
す
る
者

◇
効
力
発
生
日　

令
和
元
年
１２
月

３１
日

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
９－

２
２
４－

６
２
１
６
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
で
は「
初
心
者
乗
馬
ク
ラ
ス
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象
者

１８
〜
４０
歳
の
美
浦
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
近
郊

に
お
住
ま
い
の
方
で
、
１
年
間

継
続
し
て
本
活
動
に
参
加
で
き

る
、
健
康
状
態
が
良
好
な
方

※
乗
馬
経
験
者
は
申
込
不
可
。

◇
期
間　

４
月
８
日（
水
）〜
２
０

２
１
年
３
月
３１
日（
水
）ま
で
の

毎
週
水
〜
金
曜
日
（
午
前
８
時

３０
分
〜
４
時
間
程
度
）

※
祝
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間

を
除
き
ま
す
。

◇
参
加
費　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

料
と
し
て
１
８
５
０
円
（
１
年

間
分
）

◇
募
集
人
数

１０
名
程
度
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◇
応
募
方
法　

参
加
ご
希
望
の
方

は
、
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

②
年
齢
・
③
生
年
月
日
・
④
住

所
・
⑤
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
Ｅ
メ
ー
ル（m

ih
o
-rid
in
g

@
jra
.g
o
.jp

）
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.jra.g

o
.jp

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
期
限　

３
月
４
日（
水
）

◇
問
合
せ　

Ｊ
Ｒ
Ａ
美
浦
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
乗
馬
苑

　

〒
３
０
０

－

０
４
９
３
美
浦
村

大
字
美
駒
２
５
０
０

－

２
☎
０

２
９

－

８
８
５

－

５
９
３
２

※
問
合
せ
の
受
付
時
間
・
毎
週
水

〜
日
曜
日
の
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分
。

※
乗
馬
指
導
中
は
応
答
で
き
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
住
民
一
人
ひ
と

り
の
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
等

の
被
害
か
ら
尊
い
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
、
３
月
１
日（
日
）か
ら

７
日（
土
）ま
で
の
一
週
間
、
全
国

一
斉
に「
春
の
火
災
予
防
運
動
」が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や

不
注
意
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
、
後
始
末
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
の
発

生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
、
被
害
を

最
小
限
に
防
い
で
く
れ
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
、
も
う
一
度
ご
家
族

や
ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
防
火
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
話
し
合
い
、

い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、
共
に
助

け
合
え
る
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う
。

◇
問
合
せ　

い
な
ほ
消
防
署
☎
０

　

２
９

－

８
９
２

－

０
１
１
９

難
病
患
者
支
援
費
の

ご
案
内
（
３
月
支
給
）

茨
城
県
の
特
定
最
低

賃
金
改
正

初
心
者
乗
馬
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集

春
季
全
国
火
災
予
防

運
動

『
ひ
と
つ
ず
つ

　
　

い
い
ね
！
で
確
認

　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心
』

『
ひ
と
つ
ず
つ

　
　

い
い
ね
！
で
確
認

　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心
』

み
ほ
東
部
環
境
美
化

　
　
　
　

協
議
会
設
立

交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技

　
　
　
　
　

茨
城
県
大
会
で
好
成
績
！

石井氏が旭日単光章を受章廃品回収で県知事賞を受賞

現会長の門田さん
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実行委員の皆さんお疲れ様でした！

『
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
』と
は
、
認

知
症
の
方
や
ご
家
族
、
地
域
の
方

や
医
療
・
福
祉
の
専
門
職
の
方
が

気
軽
に
集
い
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
語
ら
い
、
交
流
が
で
き
る
場
所

で
す
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
で
悩

み
を
相
談
し
合
っ
た
り
、
お
互
い

の
理
解
を
深
め
る
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。

予
約
不
要
、
参
加
費
無
料
で
す

の
で
、
気
軽
な
気
持
ち
で
ぜ
ひ
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
２８
日（
金
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
受
付
午

後
１
時
〜
）

◇
場
所　

地
域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ

愛
プ
ラ
ザ
研
修
室

◇
問
合
せ　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

推
進
す
る
会
担
当

：

羽
太（
は
ぶ

と
）☎
０
９
０

－

５
４
４
８

－

９
７
５
９

◇
日
時　

２
月
２２
日（
土
）午
前
１０

時
〜
午
後
２
時
３０
分
（
午
前
９

時
３０
分
受
付
開
始
）

◇
会
場　

土
浦
市
社
会
福
祉
会
館

４
階　

講
義
講
習
室

◇
内
容　

人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う

こ
う
保
有
者
の
た
め
の
オ
ス
ト

ミ
ー
講
習
会

①
外
泊
・
外
出
時
の
注
意
に
よ
る

こ
こ
ろ
構
え
、
皮
膚
障
害
の
見

分
け
方
と
ケ
ア
方
法
（
講
師

：

済
生
会
病
院　

佐
々
木
信
子
皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

②
オ
ス
ト
メ
イ
ト
同
士
の
懇
談
会

③
ス
ト
ー
マ
用
装
具
関
係
の
展

示
・
説
明
会（
装
具
関
係
業
者
）

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

◇
申
込
締
切　

２
月
１５
日（
土
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部
南
部
地

区
幹
事
・
熊
谷
信
子
☎
０
２
９

７

－

５
２

－
４
４
２
０
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
兼
用
）
、
☎
０
９
０

－

５
８

０
２

－

８
３
０
９

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
日
本

各
地
で
起
こ
っ
て
お
り
、
本
校
周

辺
地
域
で
も
水
害
な
ど
多
く
の
被

害
が
あ
っ
た
た
め
、
日
本
各
地
の

様
々
な
災
害
を
過
去
の
実
例
を
も

と
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後

起
こ
り
う
る
災
害
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
を
地
域
住

民
の
方
と
考
え
ま
す
。

◇
日
時　

２
月
１５
日（
土
）

　

開
講
・
午
後
２
時
、
開
場
・
午

後
１
時
３０
分

※
入
場
無
料

◇
場
所　

茨
城
県
立
江
戸
崎
総
合

高
等
学
校
大
会
議
室
（
稲
敷
市

江
戸
崎
甲
４
７
６

－

２
）

◇
内
容　

「
自
然
災
害
へ
の
準
備

と
避
難
対
策
－

自
分
の
い
の
ち

は
自
分
で
守
る
」

▼
第
１
部　

過
去
の
実
例
の
紹
介

▼
第
２
部　

災
害
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
行
動
す
れ
ば
良
い
の
か

◇
講
師　

茨
城
大
学
名
誉
教
授
・

　

牧
野
泰
彦
氏

◇
対
象　

美
浦
村
民
、
稲
敷
市
民

な
ど

◇
問
合
せ　

江
戸
崎
総
合
高
等
学

校
☎
０
２
９

－

８
９
２

－

２
１

０
３

　

村
で
は
、
借
家
住
ま
い
の
母
子

父
子
家
庭
の
方
に
対
し
、
母
子
父

子
福
祉
住
宅
手
当
を
年
２
回
（
９

月
と
３
月
）
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象　

美
浦
村
に
住
所
を
有
し
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
母

子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
の
方

･
自
家
住
宅
を
所
有
せ
ず
、
住
ま

　

い
を
有
料
で
借
り
て
い
る
方

･
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
の

　

範
囲
内
に
あ
る
方

･
同
一
世
帯
内
に
村
税
お
よ
び
使

用
料
の
滞
納
者
が
い
な
い
方

◇
手
当
の
額　

月
額
４
０
０
０
円

◇
申
請
方
法　

母
子
・
父
子
福
祉

住
宅
手
当
申
請
書
、
村
税
等
確

認
同
意
書
、
住
居
賃
貸
契
約
書

の
写
し
、
家
賃
に
係
る
領
収
書

の
写
し
、
印
鑑
、
振
込
先
の
分

か
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、
村

教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
課
へ

直
接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
は
支
給
ご
と
に
毎
回
必
要
で

す
。

◇
後
期（
３
月
）支
給
分
申
請
期
限

３
月
１９
日（
木
）

◇
問
合
せ　

村
教
育
委
員
会
子
育

て
支
援
課（
役
場
内
）

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
佐
貫
駅
は
、
３
月

１４
日（
土
）か
ら「
龍
ケ
崎
市
駅
」に

な
り
ま
す
。ご
利
用
の
際
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

新
駅
名
「
龍
ケ
崎
市
駅
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

龍
ケ
崎
市
役
所
企
画

課
☎
０
２
９
７

－

６
４

－

１
１

１
１

〔
美
浦
村
へ
〕

○
石
井
延
夫
様　

１０
万
円

〔
村
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ
〕

○（
株
）ユ
ニ
フ
ー
ド
様　

３０
万
円

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
高
柳
幸
子
様　

使
用
済
切
手

○
日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル

メ
ン
ツ（
同
）様　

使
用
済
切
手

○
匿
名
１
件　

使
用
済
切
手
・
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
陶
美
様　

５
千
円

○
美
浦
村
自
然
観
察
会（
野
草
・
樹

木
ク
ラ
ブ
）
様　

１
２
９
５
円

○
J
A
水
郷
つ
く
ば
女
性
部
様　

１
万
１
８
０
１
円

○
匿
名
１
件　

２
千
円

〔
令
和
元
年
台
風
１９
号
災
害
義
援
金
〕

○（
株
）橋
本
ブ
ラ
シ
製
作
所
様　

２
万
２
８
１
８
円

○
日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン

ツ（
同
）様　

３
万
５
６
３
９
円

◎
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症

カ
フ
ェ
）を
開
催
し
ま
す

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

受
講
者
募
集

江
戸
崎
総
合
高
校
市

民
講
座

母
子
父
子
福
祉
住
宅

手
当
（
３
月
支
給
）

佐
貫
駅
が「
龍
ケ
崎
市

駅
」に
変
わ
り
ま
す
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１
月
１２
日
、
中
央
公
民
館
に

て
令
和
2
年
美
浦
村
成
人
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
成
人

を
迎
え
た
１
７
２
名
の
う
ち
、

１
２
４
名（
男
性
６７
名
、女
性
５７

名
）
が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
門
出
を
祝
福
す
る
よ

う
に
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場

に
は
希
望
に
満
ち
た
爽
や
か
な

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
中
島
村
長
が
「
視

野
を
広
く
持
ち
、
よ
り
一
層
教

養
と
英
知
を
磨
き
、
社
会
に
お

い
て
貢
献
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ

ず
、
今
の
う
ち
に
で
き
る
だ
け

の
経
験
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
力
は
社
会
を
変
え
る

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま

す
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

時
代
に
直
面
し
、
地
方
創
生
を

進
め
る
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な

若
い
力
が
必
要
で
す
。」と
新
成

人
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
新
た
な

門
出
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

希
望
あ
ふ
れ
る
「
は
た
ち
」
の
門
出
！

（広告欄）

各種相談

平日、住民課窓口に来られない方へ

公共機関等お問合せ一覧

美浦村メガソーラー発電量美浦村メガソーラー発電量

美 浦 村 役 場

みほふれ愛プラザ

子育て支援センター

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光 と 風 の 丘 公 園

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

デイサービスセンター

老人福祉センター

シルバー人材センター

消費生活センター

美 浦 村 商 工 会

☎０２９－８８５－０３４０

☎０２９－８８５－６５１１

同上プラザ内

☎０２９－８８５－４４５１

☎０２９－８８５－８４４２

☎０２９－８８６－０２９１

☎０２９－８８５－６７１１

☎０２９－８８５－１８８９

☎０２９－８８５－０７２０

☎０２９－８８５－０５９７

☎０２９－８８５－１０６４

☎０２９－８８５－１５４９

☎０２９－８８５－４４８８

☎０２９－８８５－００３８

☎０２９－８８５－８８８５

☎０２９－８８５－７０８０

☎０２９－８８６－０００７

☎０２９－８８５－７１４１

☎０２９－８８５－２２５０

教育相談

累計（今年度）

弁護士による
法律相談

心配ごと
相談

障がい者
相談

行政相談

会場・申込先

　老人福祉センター☎０２９－８８５－７０８０

国の仕事のことなどで困ったときはご相談ください。

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等何でもご相
談に応じます。

（予約不要）

※事前申込がないとお待ちいただく場合があります。

（予約不要）

美浦村社会福祉
協議会主催

▼電話相談　火～金曜日

▼来所相談・訪問相談 火～金曜日（要予約）

時間 火・水・金曜日…午前９時～午後５時
　　 木曜日…午前９時～午後４時
相談・予約　光と風の丘公園クラブハウス内
☎・ ０２９－８８５－７７８８ＦＡＸ

美浦村教育相談
センター

放送内容が聞き取りにくかった場合、音
声で放送内容を確認できます。

災害等に関する緊急情報等を
メールで受け取ることができ
ます。ホームページか、右の
ＱＲコードから登録できます。

防災行政無線の放送内容の
自動電話案内サービス

☎０２９－８８５－００１０☎０２９－８８５－００１０

１３８，８３０ｋWh ２，２１０，８９２ｋWh

２月の納税

美浦村防災メール

１２月の発電量

日時 ２月２８日（金）午前１０時～正午
会場　役場１階会議室

日時 ２月１７日（月）・３月１６日（月）
　　　午後１時～３時
会場　地域交流館みほふれ愛プラザ

日時 ３月２５日（水）午後１時３０分～４時

日時 ３月２日（月）、１６日（月）
　　　午後１時～３時

※３月２日（月）午前８時３０分より申込受付。

◎住民課窓口時間延長
毎月第２・第４水曜日の午後５時１５分～７時に実施します。
・２月・３月の実施日 ２月１２日・２６日、３月１１日・２５日
・取扱業務　各種証明書の発行、印鑑登録、パスポートの交付、
戸籍届書の預かり、マイナンバー（個人番号）カードの交付、
　電子証明書の更新
※転入・転出・転居等の住民登録業務は取扱いできません。

◎住民票の写し・印鑑登録証明書の休日交付（電話予約）
事前に平日・午前８時３０分～午後５時までに電話予約をい
ただくと、土・日・祝日に証明書を受け取ることができます。
※ご予約の際は証明書を受け取りにくる方がお電話ください。
◇問合せ　役場住民課

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

納期限は３月２日（月）です。

（４期）
（８期）
（８期）
（８期）



特 集
《写真》

晴れの門出に、晴れの笑顔！
 (令和２年美浦村成人式典

　　　　／美浦村中央公民館にて)

希望あふれる「はたち」の門出！

令和２年美浦村成人式典
Ｐ２～Ｐ３

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
人
口
と
世
帯
数

男
７
,７
８
２
　
女
７
,３
９
０
計
１
５
,１
７
２
（
前
月
比
＋
１
１
）

世
帯
数
６
,７
２
４
（
前
月
比
＋
２
６
）

令
和
２
年
２
月
号
・
№
６
９
５

〒
３
０
０
－
０
４
９
２
 茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村
受
領
１
５
１
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９（
８
８
５
）０
３
４
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
８
５
）４
９
５
３

 h
ttp
s://w

w
w
.vill.m

ih
o
.lg
.jp
/

編
集
・
発
行
／
美
浦
村
役
場

総
務
部
総
務
課
広
報
・
広
聴
係

（広告欄）広告に関する一切の責任は各広告主に帰属し、村がその内容について推奨等をするものではありません。

①成人式を迎えての心境 ②今、好きなことや頑張っていること

③将来の目標・夢 ④美浦村にひとこと！

①成人式を迎えての心境 ②今、好きなことや頑張っていること

③将来の目標・夢 ④美浦村にひとこと！

①同級生に再会できて嬉しいです。

②大学で勉強を頑張っています。

③大手ＩＴ企業に就職する事。④

他の市や町と合併しないでほしい

です。

①同級生に再会できて嬉しいです。

②大学で勉強を頑張っています。

③大手ＩＴ企業に就職する事。④

他の市や町と合併しないでほしい

です。

國分　竜二 さん國分 竜二 さん

①無事に成人を迎えられてうれし

いです。②国家試験合格に向けて

頑張っています。③ステキな大人

になれたらいいなと思います。④

いい人ばかりです。

①無事に成人を迎えられてうれし

いです。②国家試験合格に向けて

頑張っています。③ステキな大人

になれたらいいなと思います。④

いい人ばかりです。

田中 尋子さん田中 尋子さん

①無事、成人式を迎えられてうれ

しく思います。②看護師になるた

めに勉強を頑張っています。③立

派な大人になりたいです。④良い

村だと思います！

①無事、成人式を迎えられてうれ

しく思います。②看護師になるた

めに勉強を頑張っています。③立

派な大人になりたいです。④良い

村だと思います！

小泉 愛佳さん小泉 愛佳さん

①大人の自覚をもっていきたいと

思います。②大学生活を頑張って

います。③安定した暮らしができ

るようになりたいです。④すごく

良いところです。

①大人の自覚をもっていきたいと

思います。②大学生活を頑張って

います。③安定した暮らしができ

るようになりたいです。④すごく

良いところです。

大住 京加さん大住 京加さん

①自分の強みを見つけたい。②音

楽やプログラミング。③独立して

活動する。④村民が増えるよう頑

張ってほしい。

①自分の強みを見つけたい。②音

楽やプログラミング。③独立して

活動する。④村民が増えるよう頑

張ってほしい。

宇津木 昂大さん宇津木 昂大さん

①成人式まであっという間でした。

②ラクロスを頑張っています。③

人を助ける仕事がしたい。④自然

を残して発展してほしい。

①成人式まであっという間でした。

②ラクロスを頑張っています。③

人を助ける仕事がしたい。④自然

を残して発展してほしい。

沼崎 友輔さん沼崎 友輔さん

（左から）沼崎友輔さん、國分竜二さん、宇津木昂大さん（左から）沼崎友輔さん、國分竜二さん、宇津木昂大さん

（左から）大住京加さん、小泉愛佳さん、田中尋子さん（左から）大住京加さん、小泉愛佳さん、田中尋子さん
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